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に
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は
じ
め
に

一
　「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷

二
　
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義

三
　「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
─
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
関
係
に
お
い
て
─

小
結
─
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
意
義
─

論

　説

（
一
三
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二

は
じ
め
に

宮
崎
道
三
郎
博
士
（
１
）

は
、「
日
本
法
制
史
研
究
の
最
初
の
専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
洋
に
於
け
る
近
代
的
法
制
史
研
究
法
を
輸
入
し

て
、
之
を
日
本
法
制
史
研
究
に
適
用
、
実
践
し
た
点
に
於
て
も
最
初
の
人
で
あ
る
（
２
）

」
と
評
さ
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
帝
国
大
学
法
科
大

学
に
お
い
て
日
本
法
制
史
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
羅
馬
法
及
び
比
較
法
制
史
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
法
制
に
関
す
る
講
義
も
並
行
し
て

行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
先
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
講
述
『
比
較
法
制
史
（
３
）

』
を
手
が
か
り
に
、
博
士
の
比
較
法
制
史
方
法
論
を
中
心
に

若
干
の
検
討
を
試
み
た
（
４
）

が
、
本
稿
で
は
、
と
く
に
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
し
た
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
以
来
数
年
間

に
わ
た
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
に
関
心
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
い
か
な
る
こ
と
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
か
、
そ
の
後
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
と
い
か
な
る
関
係

に
あ
る
か
三
つ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷

帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
５
）

。
こ
こ
で
ま
ず
『
東
京
帝
国

大
学
五
十
年
史
（
６
）

』
か
ら
ロ
ー
マ
法
に
関
わ
る
部
分
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
間
の
事
情
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
「
法
律
学
第
一
科
（
第
二
科
）　
第
二
年
　
羅
馬
法
一
年
間
毎
週
三
時｣

、「
羅
馬
法
、
法
理
学
　
穂
積
陳
重｣

。

（
一
三
八
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

三

一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
　「
法
律
学
科
　
英
吉
利
部
　
第
二
年
　
羅
馬
法
　
一
年
間
毎
週
三
時
／
佛
蘭
西
部
　
第
二
年
　
羅
馬
法
　

一
年
間
毎
週
三
時
／
独
逸
部
　
第
一
年
　
羅
馬
法
　
一
年
間
毎
週
六
時
／
第
二
年
　
羅
馬
法
演
習
　
一
年
間
毎
週
三
時
」、「
羅
馬
法
、
法

理
学
　
穂
積
陳
重
／
独
乙
法
、
羅
馬
法 

ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
ワ
イ
ペ
ル
ト｣

。

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
　「
明
治
二
十
一
年
十
月
法
律
学
科
及
政
治
学
科
の
学
科
課
程
を
改
正
し
、
英
吉
利
部
、
仏
蘭
西
部
及
独
逸

部
を
改
め
て
第
一
部
第
二
部
及
第
三
部
と
為
せ
り
。」　「
第
一
部
　
第
二
年
　
羅
馬
法
　
一
年
間
毎
週
三
時
／
第
二
部
　
第
二
年
　
羅
馬

法
　
一
年
間
毎
週
三
時
／
第
三
部
　
第
一
年
　
羅
馬
法
　
第
一
期
、
第
二
期
　
毎
週
六
時
、
第
三
期
　
同
四
時
／
第
一
年
　
羅
馬
法
演
習
　

一
年
間
毎
週
一
時
／
第
二
年 
羅
馬
法
演
習
　
一
年
間
毎
週
三
時
」。

宮
崎
博
士
が
、
四
年
間
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
留
学
（
７
）

か
ら
帰
国
し
た
の
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
〇
月
一
九
日
の
こ
と
、
同
月
二
九

日
付
で
帝
国
大
学
教
授
に
任
用
さ
れ
、
法
科
大
学
勤
務
と
な
っ
て
い
る
（
８
）

。『
五
十
年
史
』
の
記
述
か
ら
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
宮
崎

博
士
が
こ
の
年
、「
古
代
羅
馬
法
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治

二
十
二
年
七
月
）〕」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
（
９
）

。
例
年
九
月
十
一
日
に
新
学
年
の
講
義
が
始
ま
る
の
で
、
実
際
に
講
義
を
担
当
し
た
の
で
あ

れ
ば
、
帰
国
と
の
間
に
、
二
か
月
の
ほ
ど
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
翌
年
の
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
は
「
法
制
沿
革
及
び
羅

馬
法
（
10
）

」
を
担
当
し
た
が
、
こ
の
年
は
穂
積
博
士
及
び
外
国
人
教
師
ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
最
後
の
年
に

あ
た
る
（
11
）

。
宮
崎
博
士
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
も
「
法
制
沿
革
及
び
羅
馬
法
」
を
担
当
す
る
が
、
こ
の
年
は
穂
積
博
士
、
ヴ
ァ
イ

ペ
ル
ト
講
師
も
講
義
を
担
当
せ
ず
（
12
）

、
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
み
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
（
13
）

、

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
は
「
法
制
沿
革
、
羅
馬
法
並
び
に
独
乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
し
た
（
14
）

。「
独
乙
法
制
史
」
講
義
に
つ
い
て
の

（
一
三
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

四

最
初
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
講
座
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
九
月
九
日
付
で
、
羅
馬
法
講
座
担
任
、
法

制
史
比
較
法
制
史
講
座
兼
担
と
な
り
（
15
）

、
翌
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
九
月
に
戸
水
寛
人
博
士
教
授
任
用
・
羅
馬
法
講
座
担
任
に
伴
い
、

九
月
八
日
付
で
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
担
任
と
な
っ
た
（
16
）

。

以
上
の
『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
こ
と
は
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
学
科
目
編
成
が
非
常
に
複
雑
で
あ

り
、
一
八
八
六
─
一
八
八
七
（
明
治
一
九
─
二
〇
）
年
に
は
、「
羅
馬
法
」
は
、
法
律
学
科
第
一
科
、
第
二
科
共
通
で
二
年
次
配
当
に
な
っ

て
い
る
。
当
該
の
年
度
に
実
際
穂
積
陳
重
博
士
に
よ
る
講
義
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
微
妙
な
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
七
─
一
八
八
八
（
明
治
二
〇
─
二
一
）
年
を
例
に
と
れ
ば
、「
羅
馬
法
」
は
、
英
吉
利
部
と
仏
蘭
西
部
で
は
第
二

年
配
当
で
毎
週
三
時
と
さ
れ
る
一
方
、
独
逸
部
で
は
第
一
年
配
当
毎
週
六
時
と
さ
れ
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
ロ
ー
マ
法
講
義
が
併
行
し
て

行
わ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
二
年
時
に
は
演
習
も
科
目
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
い
か
に
調
和
さ
せ
て
い
た
の
か
疑
問

の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
は
、
と
く
に
第
三
部
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
近
時
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
『
中
央
大
学
史
資
料
集
』、
第
三
集
「
東
京
大
学
所
蔵
　

中
央
大
学
関
係
史
料
」
資
料
番
号
二
一
八
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
（
17
）

〕」
は
こ
の
間
の

事
情
を
今
少
し
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
羅
馬
法
」
は
法
律
学
科
第
一
部
第
二
年
に
配
当
さ
れ
、

第
三
年
配
当
の
法
理
学
と
と
も
に
穂
積
陳
重
博
士
の
受
持
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
部
に
は
「
羅
馬
法
」
は
配
当
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三

部
第
一
年
の
配
当
と
さ
れ
、「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
の
受
持
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（『
文
部
省
往
復
』
明
治
二
十
二
年
報
告
と
注
記
）。

穂
積
博
士
は
こ
の
ほ
か
に
、
第
二
部
一
年
の
法
学
通
論
及
び
三
年
の
法
理
学
、
政
治
学
科
一
年
の
法
学
通
論
を
受
け
持
っ
て
い
た
。
資
料

番
号
二
一
九
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
〔（
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
（
18
））〕

は
「
明
治
廿
年
ヨ
リ
明
治
廿
一
年
ニ
至
ル

（
一
四
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

五

一
学
年
中
陳
重
ノ
担
当
セ
シ
学
科
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
、「
一
　
羅
馬
法
に
法
律
学
科
第
一
科
第
二
年
級
」
に
つ
い
て
、「
羅
馬
法
ニ
於
テ

ハ
学
生
ヲ
シ
テ
欧
州
諸
国
ノ
法
律
史
ノ
基
礎
ニ
通
セ
シ
メ
併
セ
テ
沿
革
法
理
ノ
大
要
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ヲ
期
セ
リ
／
法
律
学
第
一
科
第
二
年

級
ハ
概
シ
テ
勤
勉
ナ
リ
殊
ニ
学
力
抜
群
ナ
ル
者
ハ
犬
塚
勝
太
郎
ナ
リ
シ
」
と
し
て
、
講
義
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
資
料
番
号

二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
（
19
）

）〕」
に
よ
れ
ば
、
穂
積
博
士
は
法
律
学
科
第
一
部
第

一
年
、
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
の
第
二
年
の
刑
法
、
第
三
年
の
法
理
学
、
第
二
部
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
こ
の
年

は
、
さ
ら
に
第
三
部
第
一
年
、
第
二
年
の
「
羅
馬
法
」
を
「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
が
受
け
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
と
並
行
す
る
か
た

ち
で
独
乙
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
宮
崎
博
士
が
第
三
部
第
一
年
及
び
第
二
年
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
古
代
羅
馬
法
」
の
受
持
と
さ
れ
て

お
り
、
同
じ
く
第
三
部
第
一
年
配
当
の
「
ワ
イ
ペ
ル
ト
」
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
と
並
行
し
て
、
宮
崎
博
士
に
よ
る
邦
語
講
義
も
行
わ

れ
た
と
い
う
複
雑
な
事
情
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
（
20
）

。

そ
の
一
方
で
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
な
る
と
、「
明
治
二
十
三
年
に
至
り
、
…
…
法
典
編
纂
の
事
業
漸
次
進
歩
し
、
法
典
も
逐

次
発
布
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
法
律
学
科
の
授
業
は
当
然
本
邦
法
典
を
主
と
し
、
外
国
法
は
参
考
に
資
す
る
に
止
む
べ
き
を
以
て
同
年
九
月
法

律
学
科
及
政
治
学
科
の
科
目
に
改
正
を
加
へ
、
法
律
学
科
を
従
来
の
如
く
三
部
に
分
け
て
組
織
す
る
制
を
廃
し
、
法
律
学
科
と
し
て
毎
年

本
邦
法
典
其
の
他
を
授
け
、
猶
別
に
参
考
科
と
し
て
外
国
法
を
授
く
る
こ
と
と
し
、
参
考
科
を
第
一
部
第
二
部
第
三
部
と
為
せ
り
（
21
）

。」
法

典
編
纂
事
業
の
進
展
と
共
に
、
英
法
、
仏
法
な
ど
外
国
法
の
授
業
が
各
部
の
参
考
科
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
対
的
に
比
重

が
減
じ
ら
れ
て
い
く
の
に
対
し
て
、「
羅
馬
法
」
は
、「
本
邦
法
典
」
の
講
義
と
並
ん
で
、
つ
ね
に
中
心
的
な
科
目
と
し
て
の
位
置
を
示
し

続
け
て
い
る
。
宮
崎
博
士
は
、
帰
朝
後
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
留
学
か
ら
帰
国
し
た
戸
水
寛
人
博
士
が
「
羅
馬
法
講
座
」
担
任

と
な
る
ま
で
、
継
続
し
て
「
羅
馬
法
」
に
関
す
る
講
義
を
一
貫
し
て
担
当
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
（
22
）

。

（
一
四
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

六

二
　
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
講
義

宮
崎
博
士
は
、「
比
較
法
制
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
以
前
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
、
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
は
「
法
制
沿
革
、
羅
馬
法
並
び
に
独
乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、「
法
制
沿
革
」
は
の
ち
の
「
法

制
史
」
な
い
し
「
日
本
法
制
史
」
に
対
応
す
る
科
目
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
羅
馬
法
」
と
「
独
乙
法
律
史
」
は
、「
比
較
法
制
史
」
と
重
な

り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
時
の
「
羅
馬
法
」
講
義
の
内
容
を
伝
え
る
資
料
（
23
）

の
一
と
し
て
、
春
木
一
郎
博
士
（
24
）

に
よ
る
筆
記
ノ
ー
ト
が
京
都

大
学
法
学
部
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
春
木
博
士
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
英
法
科
に
入
学
し
た
第

一
年
次
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
を
受
講
し
た
。
書
誌
情
報
に
よ
る
と
、「R

O
M

A
N

 L
A

W

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
名
で
掲
載
さ

れ
、
別
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、「
背
表
紙
タ
イ
ト
ル
：
宮
崎
先
生
東
大
羅
馬
法
講
義
」
と
さ
れ
て
い
る
。
注
記
と
し
て
、「
ペ
ン
に
て
書
写
し

た
ノ
ー
ト
を
製
本
し
た
も
の
」「
表
紙
裏
に
「
東
京
帝
國
大
學
／
法
科
大
學
明
治
廿
四
年
／
九
月
乃
至
同
廿
五
年
六
月
／
（
一
週
四
時
間
）

羅
馬
法
／
講
義
宮
崎
道
三
郎
先
生
／
法
科
大
学
英
法
一
年
生
／
春
樹マ

マ

一
郎
筆
記
」」
と
さ
れ
て
い
る
（
25
）

。
同
資
料
は
、
本
文
最
初
の
頁
に

「
廿
四
年
九
月
十
四
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
末
尾
の
頁
に
は
「
明
治
廿
五
年
六
月
九
日
終
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
中
間
部
分
は
、
い
く

つ
か
の
区
切
り
の
日
に
つ
い
て
日
付
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
校
合
す
る
と
、
月
曜
日
と
木
曜
日
に
二
時
間
ず
つ
、
合
計
週
四
時

間
の
講
義
が
行
わ
れ
た
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
分
冊
の
ノ
ー
ト
が
製
本
さ
れ
た
間
に
綴
じ
ら
れ
た
白
紙
部
分
に
、
次
の
よ
う
な
鉛
筆
書

き
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
明
治
廿
四
年
乃
至
／
廿
五
年
乃
講
義
／
一
週
四
時
間
／
宮
崎
先
生
ハ
精
勤
先
生
ノ
一
人
ト
シ
テ
譽
ム
ベ
キ
モ
ノ

ニ
シ
テ
缺
勤
全
写
筆
中
僅
カ
ニ
一
回
ナ
リ
又
時
間
ノ
開
始
モ
他
ノ
先
生
ニ
比
ス
ル
ニ
早
ク
終
ハ
極
メ
テ
精
確
ニ
時
間
通
ナ
リ
…
…
」、
と
。

こ
の
春
木
博
士
の
も
の
と
思
わ
れ
る
メ
モ
書
き
か
ら
、
宮
崎
博
士
の
講
義
が
、
一
年
を
通
じ
て
休
講
は
一
度
だ
け
、
時
間
通
り
始
ま
り
終

（
一
四
二
）
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七

わ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
貫
か
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
く
れ
る
。

ま
ず
春
木
博
士
筆
記
に
よ
る
宮
崎
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
の
序
に
あ
た
る
部
分
を
概
観
し
て
お
き
た
い
（
26
）

。

「
廿
四
年
九
月
十
四
日
」
と
い
う
日
付
か
ら
始
ま
り
、
本
文
は
、
見
開
き
右
頁
の
み
一
八
頁
と
見
開
き
一
四
頁
に
記
載
さ
れ
た
全
体
で

三
〇
頁
ほ
ど
か
ら
な
る
。「R

om
an law

の
本
論
」
に
先
だ
っ
て
、
講
義
の
方
針
が
語
ら
れ
る
。「
講
義
に
種
々
の
方
法
あ
り
」
と
し
て
、

「
第
一
にR

.L
.

［
羅
馬
法
、
以
下
同
じ
］
の
沿
革
を
申
し
、
第
二
にR

.L
.

の
発
達
し
た
る
有
様
、Justinian

の
時
の
ロ
ー
マ
法
の
概
略

を
陳
べ
ん
」
と
記
さ
れ
、
全
体
が
二
部
構
成
に
な
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
前
半
冒
頭
に
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と
標
題
が

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
半
は
「
第
二
部
」
と
の
み
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
特
別
な
標
題
は
な
く
、
総
則
に
始
ま
り
相
続
法
に
至
る
パ
ン
デ

ク
テ
ン
式
編
別
に
よ
る
ロ
ー
マ
私
法
概
説
と
な
っ
て
い
る
（
27
）

。「
今
年
はR

.L
.

の
時
間
多
き
故
に
詳
細
に
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
は
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
は
、
前
年
ま
で
の
週
三
時
間
か
ら
週
四
時
間
に
変
わ
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

続
い
て
「
何
故
にH

istory

に
力
を
用
ゆ
る
事
情
を
述
べ
る
」
と
し
て
、「
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
必
用
」
か
ら
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す

る
こ
と
の
必
用
性
が
語
ら
れ
て
い
く
（
春
木
筆
記
・
一
頁
）。
ま
ず
ロ
ー
マ
法
が
「perfect

な
る
」
と
さ
れ
、「R

.L
.

の
発
達
の
模
様
の
完

美
た
る
」
こ
と
は
講
義
の
中
で
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
る
。「R

.L
.

の
発
達
の
具
備
し
た
るE

urope

の
学
者
が
申

す
所
で
は
、R

om
an L

aw

はG
reece

のP
hilosophy

な
り
。B

oth

は
古
代
にw

onderful progress

を
な
し
、
古
代
の
双
璧
と
謂
ふ

べ
し
」（
春
木
筆
記
・
二
頁
）
と
し
て
、
ロ
ー
マ
法
が
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
匹
敵
す
る
重
要
性
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

で
は
、
日
本
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
こ
と
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。
こ
の
こ
と
は
、「H

istory

」
の
問

題
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
て
ゆ
く
。「
何
故
此
講
義
にH

istory

に
力
を
用
ゆ
る
か
」（
春
木
筆
記
・
四
頁
）。「
今
日
日
本
に
於
て
は
、

B
ologna

に
於
て
盛
ん
に
な
つ
た
る
と
同
じ
な
り
。」
と
し
て
、
当
時
の
日
本
に
法
学
界
の
状
況
が
、
一
二
世
紀
に
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー

（
一
四
三
）
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八

ニ
ャ
で
起
こ
っ
た
法
学
の
隆
盛
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
か
な
る
点
が
「
同
じ
」
と
さ
れ
る
の
か
。「
其
同
じ
所
以
はL

aw

な
る
静

止
のS

tate

に
注
目
」
す
る
点
に
あ
る
。
日
本
の
法
を
研
究
し
、
独
、
仏
、
英
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
を
研
究
す
る
に
し
て
も
、
関
心
は

「
現
今
の
」
法
に
限
ら
れ
て
お
り
、「
少
数
がH

istorically

に
研
究
す
」
る
に
と
ど
ま
っ
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
古
代
の
沿
革
を

研
究
す
る
人
は
な
い
。
近
世
に
は
法
を
「
歴
史
的
に
」
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
「
歴
史
的
を
好

ま
ず
」、
法
の
沿
革
を
研
究
す
る
人
は
な
く
、
と
き
に
「
う
か
つ
な
り
」
と
悪
口
を
た
た
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
「
日
本
の
一
新
以
来
の
社
会
の
風
習
」
と
な
っ
て
お
り
、「
沿
革
を
聞
き
て
之
を
厭
ふ
」
と
い
う
当
時
の
日
本
に
お
け
る
法
学
の
状

況
へ
の
懸
念
が
語
ら
れ
る
。「
是
れ
深
く
考
え
ざ
る
の
結
果
な
り
。
然
し
学
問
上
に
於
て
は
大
欠
点
な
り
」（
春
木
筆
記
・
四
─
五
頁
）
と
記

さ
れ
る
。

こ
う
し
た
当
時
の
日
本
の
法
学
研
究
の
風
潮
に
対
す
る
宮
崎
博
士
の
懸
念
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
あ
た
る
一
八
九
（
明
治
二
四
）
年
五

月
に
行
わ
れ
た
講
演
に
も
現
れ
て
い
る
（
28
）

。
そ
の
当
時
の
法
学
研
究
の
状
況
を
、
宮
崎
博
士
が
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
を
知
る
上
で
参
考

に
な
る
。

「
日
本
に
於
い
て
は
、
近
来
法
学
と
申
す
も
の
が
実
に
盛
大
に
な
り
ま
し
て
、
法
律
を
教
授
す
る
所
の
学
校
も
沢
山
あ
れ
ば
、
法
学
の

法
学
を
す
る
書
生
の
数
も
沢
山
あ
り
、
法
学
者
と
云
へ
ば
、
世
間
の
需
要
も
多
く
て
、
他
の
学
者
よ
り
は
、
割
合
に
好
地
位
を
得
ら
る
ヽ

ヿ
で
あ
り
、
又
書
籍
も
著
述
や
翻
訳
や
雑
誌
や
法
律
に
関
係
あ
る
も
の
が
夥
し
く
、
又
諸
学
校
に
て
教
授
す
る
法
律
の
科
目
も
二
三
年
前

ま
で
は
、
西
洋
の
法
律
が
多
か
っ
た
が
、
今
日
は
諸
法
典
を
始
め
、
盛
に
日
本
の
法
律
を
研
究
す
る
ヿ
に
な
っ
た
。」「
今
日
日
本
に
於
て

法
学
と
云
ふ
も
の
が
此
の
如
く
盛
大
に
な
り
、
独
り
日
本
の
法
律
の
み
な
ら
ず
、
海
外
の
法
律
ま
で
も
研
究
す
る
ヿ
に
な
り
ま
し
た
は
、

学
問
上
実
に
結
構
な
ヿ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
日
本
の
法
学
が
此
の
如
く
進
歩
し
た
る
に
拘
ら
ず
、
世
人
の
研
究
に
怠
っ
て
居
り
ま
す
る

（
一
四
四
）
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九

は
、
法
律
の
沿
革
で
あ
り
ま
す
、
是
れ
は
実
に
嘆
息
す
べ
き
ヿ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
（
29
）

。」

当
時
の
欧
洲
に
お
い
て
も
法
理
の
沿
革
に
関
心
を
有
す
る
学
者
と
し
て
、
メ
イ
ン
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
比
較
法
理

学
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
講
義
で
は
簡
単
に
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
一
般
向
け
講
演
の
方
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
当
時
の
状
況
を

的
確
に
紹
介
し
て
い
る
。「
法
理
学
の
面
目
を
一
新
せ
ん
と
す
る
勢
力
が
あ
り
ま
す
が
、
此
の
比
較
法
律
学
と
云
ふ
も
の
に
し
て
、
益
々

盛
大
に
至
ら
ば
、
亦
世
界
の
文
明
史
上
に
一
大
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
る
で
有
う
と
思
は
れ
る
（
30
）

。」
と
し
て
、
そ
の
成
果
を
将
来
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
当
時
の
比
較
法
理
学
な
い
し
比
較
法
学
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
、
宮
崎
博
士
は
『
比
較
法
制
史
』
の
冒
頭
で
も
若
干
言

及
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
31
）

が
、
ロ
ー
マ
法
講
義
と
し
て
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
り
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
関
心
は
示
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
も
見
え
る
（
32
）

。
む
し
ろ
宮
崎
博
士
に
お
い
て
は
日
本
法
制
史
と
外
国
法
研
究
と
の
架
橋
の
た
め
工
夫
が
『
比
較
法
制
史
（
33
）

』
は
も

と
よ
り
羅
馬
法
筆
記
録
の
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
筆
記
録
に
は
「
ワ
イ
ペ
ル
［
ト
（
34
）

］」「
ル
ー
ド
ル
フ
（
35
）

」
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
、
外

国
人
教
師
と
し
て
来
日
し
た
彼
ら
が
「
日
本
の
制
度
沿
革
」
を
勉
強
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
春
木
筆
記
・
五
頁
）。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
法
学
派
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
典
を
「
完
美
な
る
」
も
の
と
し
て
、
歴
史
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
此
法
学
者
は
時
代
の
変
遷
に
つ
い
て
何
の
差
異
も
知
ら
ず
」、
彼
ら
は
ロ
ー
マ
法
を
「
万
古
不
易
」「
天
下
普
通
の
法
」
と
考
え
て
い
た

（
春
木
筆
記
・
六
─
七
頁
）。
し
か
し
、
法
律
は
国
土
時
代
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
羅
馬
法
と
て
も
後
世
や
他
国
に
は
、

其
儘
行
る
べ
き
も
の
で
な
い
（
36
）

」
こ
と
を
知
る
が
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
此
の
如
き
有
様
故
法
律
はplace

とtim
e

に
差
異
あ

る
道
理
は
見
易
き
様
に
て
も
見
易
か
ら
ず
」（
春
木
筆
記
・
八
頁
）、
と
。
以
下
「
序
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
「place

とtim
e

」、「
国
土
と

時
代
」、「
場
所
と
時
」
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
い
る
。
法
律
は
場
所
と
時
代
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す

る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
法
律
が
「
万
古
不
易
」
で
な
い
所
以
を
、
法
と
地
理
の
関
係
、
法
と
商
業
の
関
係
に
つ
い
て
「
一
二
のfact

」

（
一
四
五
）
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一
〇

を
挙
げ
て
例
示
さ
れ
る
。

ま
ず
法
と
地
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
宮
崎
博
士
は
、
羅
馬
建
国
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
種
族
、
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
地
理
的
な
関

係
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、『
羅
馬
法
講
義
』
で
は
、
本
論
に
お
け
る
公
法
と
私
法
の
峻
別
の
問
題
と
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
。『
比
較
法
制
史
』
の
ロ
ー
マ
法
制
史
の
冒
頭
で
も
、
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
触
れ
ら
れ
て
お
り
（
37
）

、
博
士

に
と
っ
て
ロ
ー
マ
法
の
起
源
を
論
じ
る
た
め
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
公
法
と
私
法
の
峻
別
と
い
う
西
洋
法
の
基
本
概
念
の
起

源
は
、
ロ
ー
マ
が
こ
の
二
つ
の
種
族
の
共
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
別
表
に
も
示
し
た
よ
う
に
、『
ロ
ー
マ

法
講
義
』
本
論
「
第
一
期
　
第
一
章
　
羅
馬
の
建
国
」
は
、「
第
一
節
　A

ryan

人
種
の
移
住
及
び
其
社
会
の
有
様
　
第
二
節
　
以
太
利

亜
太
古
の
住
民
　
第
三
節
　L

atin
部
属
及S
abini

部
属
　
第
四
節
　L

atin

人
種
及
びS

abini

人
種
の
合
併
」
と
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ

人
の
関
係
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
第
二
章
　
羅
馬
太
初
の
法
律
」
で
は
、
第
一
節
　
公
法
　
第
二
節
　

私
法
　
第
三
節
　L

atin

法
系
の
法
則
　S

abini
法
系
の
法
則
の
調
和
」
と
し
て
、
公
法
と
私
法
の
峻
別
は
、
ロ
ー
マ
が
「
私
法
的
な
」

サ
ビ
ニ
人
と
、「
公
法
的
な
」
ラ
テ
ン
人
と
の
合
併
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
の
起
源
に
初
め
か
ら
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
部
分
を
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
本
来
ア
ー
リ
ア
民
族
か
ら
出
た
こ
の
二
つ
の
民
族
が
イ
タ
リ
ア

半
島
に
定
住
し
た
場
所
の
地
理
的
な
差
異
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
個
性
を
作
り
出
し
た
。
低
地
に
定
住
し
た
ラ
テ
ン
人
は
身
を
守
る
た
め

に
城
壁
を
作
り
、
そ
の
中
で
共
同
生
活
を
営
む
中
で
次
第
に
「
団
結
の
観
念
」
を
生
み
出
し
、「
公
法
的
な
」
民
族
と
な
り
、
急
峻
な
山

間
部
に
定
住
し
た
サ
ビ
ニ
人
は
団
結
よ
り
も
個
と
し
て
の
家
族
的
関
係
を
営
ん
だ
結
果
「
私
法
的
な
」
民
族
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

も
と
よ
り
公
法
・
私
法
峻
別
の
起
源
を
こ
う
し
た
考
え
る
妥
当
性
に
つ
い
て
の
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
が
「
時
代
」
と
「
場

所
」
に
よ
っ
て
法
が
変
遷
す
る
と
い
う
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
と
い
う
共
通
の
祖
を
も
つ
二
つ
の

（
一
四
六
）
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一
一

民
族
が
「
何
故
にItaly

に
入
り
其
発
達
を
異
に
せ
ん
と
云
ふ
に
地
理
の
差
異
に
よ
っ
て
な
り
」
と
さ
れ
る
（
春
木
筆
記
・
八
─
九
頁
）。

ロ
ー
マ
法
が
後
世
に
与
え
た
影
響
と
い
う
点
で
重
要
な
の
は
「
財
権
」
つ
ま
り
財
産
権
に
関
わ
る
領
域
で
あ
る
。「
種
々
の
理
由
」
の
一

つ
は
、「
都
府
の
あ
つ
た
る
地
勢
」
で
あ
り
、
地
中
海
を
通
じ
て
商
業
が
盛
ん
に
な
り
、
ロ
ー
マ
の
都
府
は
船
舶
の
便
が
あ
り
、
商
人
の

往
来
も
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
「
商
業
取
引
を
律
す
る
法
律
が
必
用
」
と
な
り
、「
財
産
的
の
法
律
学
」
が
発
達
し
た
。
ロ
ー
マ
が

地
理
的
に
占
め
た
位
置
に
よ
っ
て
法
の
特
性
が
生
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
春
木
筆
記
・
九
─
一
〇
頁
）。
古
代
日
本
で
隋
唐
の
法
律
が
伝

来
し
て
律
令
な
る
も
の
が
生
じ
た
の
も
、
日
本
と
中
国
と
の
距
離
の
近
さ
に
あ
っ
た
（
春
木
筆
記
・
二
二
─
二
三
頁
）。

ロ
ー
マ
法
が
欧
洲
諸
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
国
が
一
様
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
国
、
地
方
に
よ
っ

て
ロ
ー
マ
法
の
影
響
に
深
浅
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
南
部
と
北
部
へ
の
ロ
ー
マ
法
の
影
響
の
度
合
い
の
差
が
生
じ
た
一
つ
の
原

因
は
、
ロ
ー
マ
と
の
距
離
の
遠
近
と
い
う
地
理
的
な
理
由
に
あ
り
、
近
時
日
本
に
西
洋
の
法
律
が
伝
来
し
た
の
も
、
船
が
「
地
理
上
の
距

離
が
縮
め
た
」
か
ら
で
あ
る
（
春
木
筆
記
・
一
〇
─
一
一
頁
）。
日
本
の
国
の
形
が
、
南
北
に
短
く
東
西
に
長
く
、
山
も
あ
り
川
も
あ
り
、

紀
貫
之
が
土
佐
か
ら
京
都
へ
行
く
の
に
五
〇
日
を
要
し
た
が
、
今
日
で
は
一
日
の
行
程
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
は
道
も
悪
く
、
宿
も
な

く
、
旅
行
は
困
難
で
あ
っ
た
。
交
通
不
便
が
中
央
集
権
と
い
う
立
派
な
制
度
を
行
う
こ
と
を
困
難
に
し
た
原
因
で
あ
っ
た
。
律
令
が
で
き
、

中
央
集
権
の
制
に
よ
り
、「
按
察
使
」、「
鎮
撫
使
」
を
遣
わ
し
て
「
盗
賊
を
捕
縛
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
当
時
地
方
を
中
央
政
府
よ

り
監
督
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
も
、「
日
本
の
地
理
に
依
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
法
律
の
実
施
上
地
理
大
関
係
あ
り
」
と
さ
れ
る

（
春
木
筆
記
・
一
二
─
一
三
頁
）。
日
本
古
代
に
お
け
る
律
令
制
、
中
央
集
権
制
の
限
界
に
つ
い
て
、
諸
種
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
西
洋
法
と

の
比
較
が
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
る
。

宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
、「
物
理
法
の
如
き
も
の
で
な
く
、
時
代
を
追
っ
て
転
々
変
遷
し
易
き
も
の
で
あ
る
。」「
今
日
の
法
律

（
一
四
七
）
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一
二

と
て
も
、
許
多
の
変
遷
を
経
て
始
め
て
然
る
も
の
で
あ
る
、
さ
す
れ
ば
、
法
律
を
研
究
す
る
に
は
、
一
代
の
法
律
に
注
目
し
て
、
専
ら
法

律
の
静
止
せ
る
景
状
、
即
ち
静
状
を
観
察
す
る
ヿ
も
出
来
れ
ば
、
又
古
来
の
法
律
を
通
覧
し
て
、
専
ら
法
律
の
活
動
せ
る
景
状
、
即
ち
動

態
を
観
察
す
る
ヿ
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
38
）

。」
と
さ
れ
る
。『
羅
馬
法
』「
序
」
で
も
「
静
状
」
と
「
動
態
」
と
い
う
見
方
は
、『
比
較
法
制

史
』
序
論
に
示
さ
れ
る
、「
内
的
歴
史
」「
外
的
歴
史
」
を
め
ぐ
る
比
較
法
制
史
方
法
論
の
考
え
方
と
も
結
び
つ
い
て
お
り
（
39
）

、
歴
史
認
識
に

お
け
る
通
時
性
と
共
時
性
の
問
題
を
先
取
り
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

三
　「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
─
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
関
係
に
お
い
て
─

次
に
、『
羅
馬
法
』
と
『
比
較
法
制
史
』
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
比
較
法
制
史
』
は
前
半
の
「
羅
馬
法

制
史
」
と
後
半
の
「
独
逸
法
制
史
」
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
『
羅
馬
法
』
本
論
前
半
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と

『
独
逸
法
律
史
（
40
）

』
と
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
細
部
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

『
羅
馬
法
』
前
半
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
と
『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
の
中
か
ら
、「
十
二
銅
律
」
と
「
私
法
概
説
」
に
関
す

る
箇
所
に
つ
い
て
の
対
照
を
試
み
る
に
と
ど
め
た
い
。

別
表
と
し
て
『
羅
馬
法
』
と
『
比
較
法
制
史
』
の
構
成
の
対
照
表
を
記
し
た
。
春
木
博
士
筆
記
の
『
羅
馬
法
』
に
は
目
次
が
附
せ
ら
れ

て
い
な
い
。
両
者
の
全
体
構
成
は
、
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
で
は
、
時
代
区
分
と
し
て
「
第

一
期
」「
第
二
期
」「
第
三
期
」
が
採
用
さ
れ
、「
第
一
章
」
か
ら
「
第
三
十
四
章
」
ま
で
の
、
連
続
し
た
章
が
そ
れ
ぞ
れ
の
期
に
配
列
さ

れ
て
い
る
。「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
、「
第
一
期
」「
第
二
期
」「
第
三
期
」
が
「
第
一
章
　
王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
」「
第
二
章
　
共
和

（
一
四
八
）
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一
三

制
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
」「
第
三
章
　
帝
政
時
代
の
法
制
の
沿
革
」
と
さ
れ
、『
羅
馬
法
』「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
の
各
章
が
、
節

と
し
て
再
編
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
半
の
「
独
逸
法
制
史
」
の
構
成
と
も
合
わ
せ
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
因
み

に
『
羅
馬
法
』
第
二
部
の
私
法
概
説
は
、「
第
一
巻
　
総
則
」「
第
二
巻
　
財
産
権
　
第
一
篇
　
物
権
　
第
二
篇
　
人
権
」「
第
三
巻
　
家

族
法
」「
第
四
巻
　
相
続
法
」
と
い
う
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
式
に
な
ら
っ
た
「
巻
」
の
も
と
に
、
章
以
下
の
項
目
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
十
二
銅
律
」
に
か
か
わ
る
部
分
を
見
て
み
る
と
、「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」「
第
二
期
」
の
「
第
九
章
」
か
ら
「
第
十
一
章
」
は
以

下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
第
九
章
　
十
二
銅
律 T

w
elve T

ables

　
第
一
節
　
法
律
改
正
及
び
成
文
法
の
必
用
　
第
二
節
　

十
二
銅
律
制
定
の
手
続
　
第
三
節
　
十
二
銅
律
の
法
源
　
第
四
節
　
十
二
銅
律
の
要
略
　
第
一
款
　
十
二
銅
律
の
順
序
　
第
二
款
　
十
二

銅
律
の
規
定
　
第
三
款
［
記
載
な
し
］　
第
四
款
［
記
載
な
し
］　
第
五
款
　
十
二
銅
律
の
体
裁
　
第
六
款
　
十
二
銅
律
の
］
価
値
　
第
七

款
　
十
二
銅
律
の
散
逸
　
第
十
章
　
法
律
解
釈
術
の
発
達
　
第
一
節
　
十
二
銅
律
解
釈
の
必
用
　
第
二
節
　
十
二
銅
律
の
解
釈
法
　
第

十
一
章
　
十
二
銅
律
及
びpatrici

とplebes
を
調
和
せ
ん
が
為
め
に
行
な
ひ
た
る
法
律
上
の
改
良
」
と
し
て
、「
十
二
銅
律
」
に
関
し

て
か
な
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
う
ち
、「
第
三
款
」「
第
四
款
」
項
目
名
は
本
文
中
に
と
く
に
記
載
が
な

く
、
不
明
で
あ
る
。

『
比
較
法
制
史
』
中
の
「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章
　
共
和
制
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
　
第
一
節
　Italy

諸
国
征
服
前
の
有

様
　
第
一
款
　
十
二
銅
律
制
定
前
の
概
況
　
第
二
款
　
十
二
銅
律
　
第
三
款
　
十
二
銅
律
后
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
」
と
し
て
、
項
目
の

編
成
と
し
て
は
簡
潔
な
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
な
内
容
は
「
十
二
銅
律
」
に
向
け
ら
れ
た
宮
崎
博
士
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ

て
い
る
。「
十
二
銅
律
」
は
「
文
面
は
極
め
て
簡
単
」
で
あ
る
が
、
後
世
の
学
者
に
は
「
良
く
出
来
実
に
賞
す
べ
き
も
の
な
る
」、「
ロ
ー

マ
の
未
開
の
時
な
れ
ば
自
ら
野
蛮
時
代
の
有
様
を
有
し
ロ
ー
マ
の
後
世
の
法
律
と
異
な
れ
ど
も
明
文
法
と
し
て
は
古
き
も
の
な
る
を
以
て

（
一
四
九
）
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一
四

貴
重
な
る
材
料
に
し
て
法
律
の
初
め
て
発
生
せ
し
時
は
如
何
な
り
し
や
を
見
る
に
参
考
た
る
へ
し
。
況
ん
や
ロ
ー
マ
法
は
後
世
に
て
は
実

際
異
な
れ
ど
も12 tables

の
解
釈
を
加
へ
作
り
し
も
の
な
り
。」
と
し
て
「
十
二
銅
律
」
を
研
究
す
る
意
義
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
穂
積

陳
重
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』
に
お
い
て
も
「
十
二
銅
律
」
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
以
前
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
41
）

。
穂

積
博
士
と
宮
崎
博
士
が
と
も
に
「
十
二
銅
律
」
に
大
き
な
関
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
に
あ
っ
て
は
、

「
古
き
も
の
な
る
を
以
て
貴
重
な
る
材
料
に
し
て
法
律
の
初
め
て
発
生
せ
し
時
は
如
何
な
り
し
や
を
見
る
に
参
考
た
る
べ
し
」
と
い
う
言

葉
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
律
沿
革
の
原
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
穂
積
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』
の
「
十
二
銅
律
」
論
が
、

主
にO

rtolan

に
依
拠
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
宮
崎
博
士
は
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
ば
か
り
の
ブ
ル
ン
ス
『
古
代
ロ
ー
マ
法
史
料
集
』

B
runs, F

ontes juris R
om

ani antiqui （
42
）

に
よ
る
再
構
成
に
依
拠
し
つ
つ
、
各
表
の
詳
細
な
検
討
を
試
み
て
い
る
。
二
〇
年
後
末
松
謙
澄

に
よ
る
「
十
二
表
法
全
文
訳
注
」
は
『
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
羅
馬
法
範
』
改
訂
増
補
第
三
版
の
附
録
第
二
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
も
宮
崎
博
士
が
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
が
そ
の
序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
（
43
）

。

『
羅
馬
法
講
義
』
で
は
、「
第
十
五
章
」
と
し
て
、
共
和
政
期
の
私
法
に
つ
い
て
そ
の
概
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
第
十
五
章
　
私
法
の

概
況
　
第
一
節
　
私
法
の
概
況
　
第
二
節
　
人
格
法
　
権
利
主
体
　
第
一
款
　cives

及
びperegirini

　
第
二
款
　paterfam

ilias

及

びfiliusfam
ilias

　
第
三
款
　liberi

及
びservi 

自
由
人
と
奴
隷
　
第
三
節
　
財
産
法
　
第
一
款
　
物
の
種
類
　
第
二
款
　
所
有
権
　

第
三
款
　jura in re aliena

　
第
四
款
　
合
意
よ
り
生
ず
る
債
権
　
第
五
款
　
不
法
行
為
よ
り
生
ず
る
債
権
　
第
六
款
　
義
務
の
譲
渡
　

第
四
節
　
相
続
法
　
第
五
節
　
結
論
」。
こ
の
部
分
は
、『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章
　
共
和
制
時
代
に
於
け
る
法

制
の
沿
革
　
第
二
節
　Italy

半
島
を
征
服
し
た
る
后P

unic

戦
争
前
の
有
様
」
の
中
に
「
第
四
款
」
と
し
て
「
私
法
の
有
様
」
に
あ
た

る
。
後
者
で
は
、
前
者
に
見
ら
れ
る
節
以
下
の
項
目
編
成
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
の
構
成
自
体
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

（
一
五
〇
）
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五

れ
る
。

以
下
、「
第
十
六
章
　P

unic

戦
争
後
に
於
け
る
ロ
ー
マ
の
海
外
交
際
及
び
法
律
上
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
は
、「
第
一
節
　P

unic W
ars

　

第
二
節
　praetor peregrinus

の
改
良
　
第
三
節
　jus gentium

」
と
し
て
、
ポ
エ
ニ
戦
争
以
後
の
ロ
ー
マ
法
制
の
発
展
、
外
国
人
掛

法
務
官
の
改
良
、
万
民
法
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
。「
第
十
七
章
　per form

ulam
 agere

　
第
一
節
　lex A

ebutia

　
第
二
節
　
差
図
書

の
体
裁
」
は
ロ
ー
マ
に
お
け
る
方
式
書
訴
訟
の
展
開
が
扱
わ
れ
る
。
と
く
に
「
第
二
節
　
差
図
書
の
体
裁
」
で
は
方
式
書
の
構
造
が
詳
細

に
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
第
十
八
章
　
法
律
学
の
発
達
」「
第
十
九
章
　praetoris edictum

 

及
びjus praetorium

」
は
、
法
務
官
告
示

法
、
所
謂
名
誉
法
の
論
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
羅
馬
法
制
史
」
で
は
「
第
二
章
　
第
四
節
　P

unic w
ar

后
の
有
様
」
の
中

に
六
つ
の
款
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
第
二
十
章
　
以
太
利
亜
の
地
方
制
度
」「
第
廿
一
章
　provincial, Italy

外
の
地
方
制
度
」

は
イ
タ
リ
ア
内
外
の
地
方
制
度
、
属
州
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
第
廿
二
章
　R

om
e

の
共
和
政
治
の
衰
微 decline of R

om
an 

republic

」
で
共
和
政
期
が
締
め
く
く
ら
れ
る
。

「
第
三
期
」
の
「
第
廿
三
章
　
羅
馬
帝
政
の
創
定
」
以
下
「
第
三
十
四
章
　Justinian

帝
の
法
典
編
纂
」
ま
で
は
、「
羅
馬
法
制
史
」

の
「
第
三
章
」
の
構
成
と
ほ
ぼ
一
致
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
第
二
部
」
の
私
法
概
論
の
部
分
、『
独
逸
法
律
史
』
と
『
比
較
法
制
史
』「
第
二
部
　
独
逸
法
制
史
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
稿
を

あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
序
」
末
尾
に
「
羅
馬
法
」
講
義
の
参
考
文
献
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
（
１
）
～
（
３
）
に
分
け
ら
れ
、
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
の
文
献
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。（
１
）
の
英
語
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
シ
ェ
ル
ド
ン
・
エ
イ
モ
ス
（S

heldon A
m

os, 

1835–1886

）
の
『
ロ
ー
マ
市
民
法
の
歴
史
と
原
理
』T

he history and principles of the civil law
 of R

om
e: an aid to the study 

（
一
五
一
）
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一
六

of scientific and com
parative jurisprudence

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
エ
イ
モ
ス
は
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
で
、U

niversity C
ollege 

of L
ondon

の
法
理
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
。
日
本
で
も
当
時
『
法
律
新
論
』［
阿
摩
斯
（
ア
モ
ー
ス
）
著
］
村
上
要
信
、
柴
田
正
興
譯

述
・
博
聞
本
社
・
一
八
七
六
年
な
ど
、
数
冊
の
翻
訳
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
本
書
は
メ
イ
ン
（H

enry Jam
es S

um
ner M

aine, 1822-1888

）

に
献
げ
ら
れ
て
お
り
、
英
米
に
お
け
る
当
時
の
ロ
ー
マ
法
研
究
の
再
生
が
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
の
功
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
こ

と
を
示
す
、
次
の
よ
う
な
献
辞
が
表
紙
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
卿
に
捧
ぐ
、
卿
の
歴
史
的
論
稿
と
歴
史
的
方
法
の

普
段
の
唱
導
に
よ
り
ロ
ー
マ
法
は
英
国
に
お
い
て
陥
っ
て
い
た
無
視
か
ら
救
い
出
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
親
縁
関
係
に
あ
る
す
べ
て
の
法

体
系
と
の
関
係
が
永
遠
に
確
立
さ
れ
た
。」、
と
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
英
米
圏
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
再
生
と
い
う
当
時
ほ
ぼ
同
時

進
行
し
て
い
た
時
代
を
象
徴
す
る
著
作
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
ハ
ン
タ
ーH

unter （
44
）

、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ーM

ackenzie （
45
）

、
サ
ン
ダ
ー
ス

S
andars （

46
）

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
周
知
さ
れ
て
い
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
は
、
オ
ル
ト
ラ
ン
（Joseph L

ouis E
lzéar O

rtolan, 1802-1873

）
の
『
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
法
学
提
要
の
歴

史
的
解
説
』E

xplication historique des Instituts de l ’em
pereur Justinien

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ル
ト
ラ
ン
は
、
一
八
三
六

年
か
ら
パ
リ
大
学
で
比
較
刑
法
の
教
授
を
務
め
た
人
物
で
、
日
本
で
も
、
井
上
正
一
訳
『
仏
国
刑
法
原
論
（
47
）

』
で
知
ら
れ
る
「
ヲ
ル
オ
ラ

ン
」
で
あ
り
、
本
書
は
、
一
八
二
八
年
の
初
版
以
来
、
多
く
の
版
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
ほ
か
に
、M

aynz （
48
）, V

an W
etter （

49
）

が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
前
者
は
ド
イ
ツ
出
身
で
ベ
ル
ギ
ー
に
亡
命
し
て
そ
の
地
で
研
究
生
活
を
送
っ
た
学
者
で
あ
り
、
後
者
も
ベ
ル
ギ
ー
の
出
身
で

あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
出
版
さ
れ
た
文
献
で
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

（
３
）
の
ド
イ
ツ
語
文
献
で
は
、
プ
フ
タ
（G

eorg F
riedrich P

uchta, 1798-1846 （
50
））、

ヴ
ァ
ル
タ
ー
（F

erdinand W
alter, 1794-1879 （

51
））、

ク
ン
ツ
ェ（Johannes E

m
il K

untze, 1824-1894 （
52
））、

エ
ス
マ
ル
ヒ
（K

arl B
ernhard H

ieronym
us E

sm
arch, 1824-1887 （

53
））、

ゾ
ー
ム
（G

otthold 

（
一
五
二
）
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一
七

Julius R
udolph S

ohm
, 1841-1917 （

54
））、

ツ
ィ
フ
ラ
ル
シ
ュ
（K

arl R
itter von C

zyhlarz, 1833-1914 （
55
））、

カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
（C

arl F
ranz O

tto 

K
arlow

a, 1836-1904 （
56
））

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ゾ
ー
ム
、
カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
博
士
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
受
講
し
た
体
験
を
有
し
て
い
る
（
57
）

。『
羅
馬
法
』
第
二
篇
の
羅
馬
私
法
概
説
の
構
成
は
、
ゾ
ー
ム
の

概
説
書
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
講
義
の
組
み
立
て
に
こ
れ
ら
の
参
考
文
献
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

て
い
る
か
も
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。

小
結
─
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
意
義
─

以
上
は
、
宮
崎
博
士
の
『
羅
馬
法
講
義
』［
羅
馬
法
律
沿
革
論
］
と
の
ち
の
『
比
較
法
制
史
』「
羅
馬
法
制
史
」
の
対
照
の
作
業
に
と
ど

ま
る
。
い
ず
れ
も
羅
馬
国
初
か
ら
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
法
典
編
纂
に
至
る
ま
で
の
概
説
で
あ
る
が
、
と
く
に
「
十
二
銅
律
」
に

関
す
る
箇
所
な
ど
に
博
士
の
法
律
沿
革
論
の
構
想
の
具
体
的
な
事
例
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
十
二
銅
律
」
は
法
律

が
そ
こ
か
ら
流
れ
出
す
「
公
法
と
私
法
の
泉
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
律
沿
革
論
」
の
中
で
大
き
な
意
味
を
占

め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
博
士
が
法
律
沿
革
論
の
構
想
と
は
い
か
な
る
も
の
あ
っ
た
か
、
講
義
筆
記
録
の
意
味
と
限
界
を
含
め
て
、
簡
単
に

ま
と
め
る
こ
と
で
本
稿
の
と
結
び
と
し
た
い
。

宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
は
、
現
今
の
法
則
の
基
づ
く
と
こ
ろ
が
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
法
律
は
時
代

を
追
っ
て
、
転
々
変
遷
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
今
の
法
律
も
、
時
間
と
変
遷
を
繰
り
返
し
て
、
今
日
の
有
様
に
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て

「
権
利
」「
義
務
」
な
ど
の
法
律
語
の
意
義
を
知
る
こ
と
も
含
め
て
、
現
今
の
法
律
を
十
分
理
解
す
る
に
は
、
法
律
の
沿
革
を
研
究
し
な
け

（
一
五
三
）
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れ
ば
な
ら
な
い
。

法
律
の
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
法
律
の
出
来
る
原
因
」「
此
の
国
の
法
律
は
何
故
に
斯
あ
る
か
、
又
此
の
時
代
の
法
律
は

何
故
に
斯
く
あ
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。『
羅
馬
法
講
義
』「
序
」
で
も
、「
原
因
」
と
「
結
果
」
あ
る
い
は
「cause

」
と

「effect

」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
し
頻
出
す
る
。
法
律
が
「
場
所
」
と
「
時
代
」
に
よ
り
差
異
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
原
因
」
が

あ
る
の
で
あ
り
、
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
「
序
」
の
中
で
も
、「
原
因
」
が
「
地
理
」「
商
業
」
な
ど
、
東
西
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
的
な
比
較

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
変
奏
曲
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
く
。
法
律
と
地
理
と
の
関
係
も
一
見
す
る
と
関
係
が
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
宮
崎
博
士
に
は
、
両
者
は
「
至
大
な
る
の
関
係
（
58
）

」
に
あ
る
。「
人
智
」
と
「
法
律
」
の
関
係
と
い
う
モ
チ
ー
フ
も
ま
た
そ
う
で
あ

る
。『
羅
馬
法
講
義
』「
序
」
の
と
こ
ろ
で
、
こ
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
古
代
日
本
お
け
る
貨
幣
の
鋳
造
を
め
ぐ
る
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

筆
記
録
の
こ
と
も
あ
り
、
必
ず
し
も
記
述
に
正
確
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
同
じ
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る

「
法
制
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」
に
よ
り
な
が
ら
少
し
敷
衍
し
て
み
る
（
59
）

と
、
宮
崎
博
士
の
構
想
が
今
少
し
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

博
士
の
事
例
は
具
体
的
な
資
料
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
場
合
に
も
う
か
が
え
る
。
和
銅
の
頃
、
鋳
造
が
始
ま
り
、
そ

の
使
用
が
奨
励
さ
れ
た
が
、
当
時
の
人
々
は
、
銭
を
用
い
た
り
蓄
え
た
り
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
蓄
銭
を
奨
励
の
た
め
に
を
、
位

を
与
え
る
と
い
う
法
律
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
桓
武
清
和
の
時
代
に
な
っ
て
今
度
は
逆
の
蓄
え
る
こ
と
を
禁
じ
る
法
律
が
出
さ
れ
た
。
博

士
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
何
と
人
智
の
差
異
に
よ
り
て
、
法
令
も
黒
白
殊
な
る
も
の
が
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
（
60
）

」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
時
代
、
場
所
に
よ
っ
て
法
律
は
変
転
す
る
。「
人
智
」
と
い
う
「
原
因
」
の
変
化
に
よ
っ
て
、
法
律
が
正
反
対
の
こ
と
が

「
結
果
」
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
宮
崎
博
士
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
、
そ
れ
の
み
な
が
ら
ず
、「
気
候
」「
人
種
」「
言
語
」「
学
術
」「
宗
教
」

「
財
産
」
な
ど
「
諸
般
の
事
物
と
関
係
を
有
す
る
」
も
の
で
あ
る
。
外
国
の
法
律
を
研
究
す
る
に
は
、「
其
法
律
の
出
来
た
所
以
を
研
究
せ

（
一
五
四
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

一
九

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
若
し
然
ら
ず
し
て
、
唯
外
国
法
律
を
形
式
的
に
研
究
す
る
の
み
で
は
、
大
な
る
間
違
を
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
」。
法

律
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
そ
の
間
違
い
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
講
義
筆
記
録
は
、
講
義
者
の
肉
声
を
伝
え
く
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
講
義
録
だ
け
で
は
、
講
義
そ
れ
自
体
の
す
べ
て
が
明
ら
か
に
で
き
る
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
草
創
期
の
「
羅
馬
法
」
の
講
義
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
、
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
『
羅
馬
法
講
義
』
筆
記
録
は
そ
れ
を
探
求
す
る
た
め
に
大
き
な
手
掛

か
り
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。

（
1
） 

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
「
宮
崎
道
三
郎
先
生
小
傳
」（
中
田
薫
編
『
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
』（
岩
波
書
店
、

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
所
収
。
石
井
良
助
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
　
法
学
部
　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
年
、

二
七
七
─
二
九
三
頁
、
と
く
に
二
八
〇
─
二
八
二
頁
。「
日
本
法
制
史
学
八
十
八
年
─
東
京
大
学
に
お
け
る
─
」『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
一
巻
第

一
・
二
号
（
一
九
六
八
年
）、
一
〇
九
－
一
三
七
頁
所
収
、
宮
崎
博
士
に
つ
い
て
は
と
く
に
、
一
一
一
─
一
一
四
頁
を
参
照
。
同
『
大
化
改
新
と
鎌
倉

幕
府
の
成
立
』
創
文
社
・
一
九
七
二
年
、
三
二
七
─
三
五
九
頁
に
収
録
、
と
く
に
三
三
〇
─
三
三
三
頁
を
参
照
。
瀧
川
政
次
郎
「
明
治
以
後
に
於
け

る
法
制
史
学
の
発
達
」『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
宮
崎
博
士
関
係
：
六
二
八
─
六
三
〇
頁
。
な
お
、
宮
崎
博
士
の
東
京
大
学

在
学
中
の
答
案
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
、
六
二
三
─
－
六
二
四
頁
。
武
藤
和
夫
「
法
制
史
学
の
開
拓
者 

宮
崎
道
三
郎
先
生
」『
法

経
』
第
３
号
（
三
重
大
学
法
経
学
会
、
一
九
五
四
年
）
二
─
八
頁
。
本
文
献
に
つ
い
て
は
、『
日
本
人
物
文
献
目
録
』
平
凡
社
・
一
九
七
四
年
、
項

目
「
宮
崎
道
三
郎
」
も
参
照
。
宮
崎
博
士
の
略
歴
・
著
作
目
録
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
『
宮
崎
道
三
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録

（
八
訂
稿
）』https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/tatyoshi/m

iyazaki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
（
随
時
更
新
中
）。

（
2
） 

石
井
良
助
・
前
掲
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」
二
八
〇
頁
。

（
3
） 

宮
崎
道
三
郎
講
述
『
比
較
法
制
史
』
上
下
、
日
本
大
学
所
蔵
本
、
刊
行
年
代
は
不
明
。
同
資
料
は
、
上
巻
の
羅
馬
法
制
史
と
下
巻
の
独
乙
法
制

史
の
二
分
冊
か
ら
な
る
。
第
一
分
冊
は
、
目
次
五
丁
、
本
文
八
一
丁
か
ら
な
り
、
目
次
は
、
第
一
部
、
第
二
部
を
通
観
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
一
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
〇

「
比
較
法
制
史
目
次
／
緒
言
／
第
一
章
　
比
較
法
制
史
の
範
囲
／
第
二
章
　
法
制
史
編
纂
の
来
歴
／
第
三
章
　
法
制
史
編
纂
の
方
法
／
第
二
部
　
羅

馬
法
制
史
　
第
一
章
　
羅
馬
法
制
史
に
対
す
る
緒
言
／
第
一
条
　
羅
馬
法
制
史
編
纂
の
沿
革
／
第
二
条
　
羅
馬
法
律
の
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章
　

王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
／
第
二
章
　
共
和
政
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
／
第
三
章
　
帝
政
時
代
の
法
制
の
沿
革
」「
第
二
部
　
独
乙
法
制
史
／

緒
言
／
第
一
条
　
独
乙
法
制
史
の
来
歴
　
第
二
条
　
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章
　G

erm
anische Z

eit

の
法
制
沿
革
／
第
二
章
　F

ränkische 

Z
eit

／
第
三
章
　
中
古
紀
／
第
四
章
　
近
世
」。
第
二
分
冊
は
、「
第
二
部
　
独
乙
法
制
史
」
の
み
の
目
次
三
丁
と
本
文
八
四
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
平
仮
名
お
く
り
と
し
て
、
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
濁
点
、
句
読
点
を

補
っ
い
る
。
同
資
料
第
一
冊
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也
編
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
緒
論
及
び
第
一
部
　
羅
馬
法
制
史
」『
日

本
法
学
』
第
八
四
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
三
〇
三
頁
（
以
下
『
比
較
法
制
史
　
上
』
と
し
て
引
用
）。
第
二
冊
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也

編
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』　
第
二
部
　
独
逸
法
制
史
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
頁
所
収
。
な
お
摂
南

大
学
所
蔵
本
は
、
冒
頭
に
「
教
授
法
学
博
士
　
宮
崎
道
三
郎
口
授
　
比
較
法
制
史
　
完
　
於
東
京
法
科
大
学
　
乃
卅
四
年
九
月
至
卅
五
年
五
月
」
と

手
書
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
四
年
乃
至
三
五
年
に
か
け
て
筆
記
録
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
） 

宮
崎
博
士
の
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
、
差
し
あ
た
り
、
吉
原
達
也
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」『
日
本
法

学
』
第
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
四
二
三
頁
以
下
を
参
照
。

（
5
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
十
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
頁
。
ロ
ー
マ
法
講
義
の
変
遷
に

つ
い
て
は
、
と
く
に
、
三
七
頁
注
二
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
） 

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
　
上
冊
』
一
一
一
七
─
一
一
四
八
頁
を
参
照
。
岩
野
英
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（1873~1945

）： 

法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
大
学
法
学
』
第
三
九
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
八
七
年
）、
二
二
五
─
三
一
二
頁
。

〈https://doors.doshisha.ac.jp/duar/repository/ir/11524/kj00000658370.pdf

〉

（
7
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
柏
村
哲
博
「
設
立
者
総
代
宮
崎
道
三
郎
の
生
涯
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
二

（
一
九
九
五
年
）
一
─
一
八
頁
、
と
く
に
四
─
九
頁
。
宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
五

号
（
一
九
九
八
年
）
一
五
一
─
一
七
二
頁
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
六
号

（
一
五
六
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
一

（
一
九
九
九
年
）
一
三
一
─
一
四
六
頁
。
こ
の
う
ち
、「
補
遺
」
は
、
現
地
調
査
に
基
づ
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
宮
崎
博

士
の
学
籍
簿
や
住
所
記
録
な
ど
の
貴
重
な
報
告
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
） 
岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
三
九
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
六
号
（
明
治
二
一
年
一
一
月
二
〇
日
刊
）
四
一
〇
頁
。

（
9
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
３
集
　
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
10
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
三
八
頁
（
明
治
二
二
年
の
項
）。

（
11
） 

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
に
つ
い
て
、
吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
」『
日
本
法
学
』
八
四
巻
一
号
四
頁
、
三
九
頁
注
二
六
、
二
七
を
参
照
。

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
の
「
羅
馬
法
」
講
義
の
一
端
を
窺
え
る
も
の
に
、
ワ
イ
ペ
ル
ト
「
羅
馬
法
及
法
典
編
纂
論
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
巻
通
号
四
一

号
（
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
）
一
七
─
四
一
頁
が
あ
る
。「
法
科
大
学
教
師
独
乙
法
律
博
士
　
ワ
イ
ペ
ル
ト
氏
演
述
、
法
科
大
学
助
教
授
　
法

学
士
　
植
村
俊
平
通
訳
」
と
あ
る
。

（
12
） 

『
帝
国
大
学
五
十
年
史
　
上
冊
』
一
一
四
五
頁
。「
是
の
年
五
月
を
以
て
独
逸
人
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
ン
、
八
月
を
以
て
独
乙
人
ハ
イ
ン
リ
ツ

ヒ
・
ワ
イ
ペ
ル
ト
何
れ
も
満
期
解
職
と
な
り
、
云
々
」。
岩
野
・
前
掲
・
二
三
八
頁
（
明
治
二
三
年
の
項
）
を
参
照
。

（
13
） 

藤
野
奈
津
子
「
岡
松
参
太
郎
と
ロ
ー
マ
法
研
究
─
『
岡
松
参
太
郎
文
書
』
の
手
稿
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─
」『
千
葉
商
大
論
叢
』
第
四
八
巻

二
号
（
二
〇
一
一
年
）、
五
七
頁
以
下
、
岡
松
博
士
と
、
宮
崎
博
士
の
ロ
ー
マ
法
講
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
六
四
頁
以
下
を
参
照
。
岡
松

博
士
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
講
義
（
明
治
二
四
（
一
八
九
一
年
）
受
講
ノ
ー
ト
は
岡
松
参
太
郎
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
同

東
ア
ジ
ア
法
研
究
所
編
（
雄
松
堂
））
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
四
二
。『
帝
国
大
学
一
覧
　
従
明
治
二
十
三
年
至
二
十
四
年
』（
明
治
二
三
年
一
二
月
出
版
）
七
〇
頁
を
参
照
。

（
15
） 

『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』
一
九
八
六
年
、
六
八
頁
。
こ
の
年
宮
崎
博
士
が
羅
馬
法
講
座
を
担
任
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
三
上
参
次

『
明
治
時
代
の
歴
史
学
界
　
三
上
参
次
懐
旧
談
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
一
五
一
頁
。
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
と
日
本
法
制
史
」

『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
五
〇
巻
（
二
〇
一
二
年
）
一
〇
五
─
一
三
二
頁
。

（
16
） 

前
掲
『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』
七
三
頁
。

（
一
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
二

（
17
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
「
東
京
大
学
所
蔵
　
中
央
大
学
関
係
史
料
」
資
料
番
号
二
一
八
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔
明
治
二
十

年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
〕https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030218.pdf?1559445055924
（
18
） 
『
同
』
資
料
番
号
二
一
九
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
〔（
明
治
二
十
年
九
月
─
明
治
二
十
一
年
七
月
）〕https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/

uploads/2018/10/shiryoshu00030219.pdf?1559445055924

（
19
） 

同
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/

uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
20
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
三
集
資
料
番
号
二
五
二
「
法
科
大
学
教
授
穂
積
陳
重
申
報
」〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
～
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030252.pdf?1559445055925

「
羅
馬
法
、
英
刑
法
、
法
理
学
教
授
穂
積
陳
重
申

報
／
明
治
廿
一
年
九
月
ヨ
リ
一
学
年
予
カ
受
持
タ
ル
法
律
学
科
第
一
部
第
一
年
第
二
年
及
第
二
部
第
二
年
ニ
ハ
羅
馬
法
を
…
…
其
教
授
時
間
ハ
毎
週

羅
馬
法
ハ
三
時
間
…
…
ナ
リ
」。

（
21
） 

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
一
一
二
四
頁
。

（
22
） 

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
、
戸
水
事
件
の
際
に
、
休
職
の
戸
水
寛
人
博
士
の
羅
馬
法
講
座
の
後
任
と
し
て
、
宮
崎
博
士
が
内
定
し
て
い

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
三
十
日
朝
刊
一
〇
一
四
三
号
、
二
頁
。

（
23
） 

藤
野
奈
津
子
「
岡
松
参
太
郎
と
ロ
ー
マ
法
研
究
─
『
岡
松
参
太
郎
文
書
』
の
手
稿
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─
」『
千
葉
商
大
論
叢
』
第
四
八
巻

第
二
号
（
二
〇
一
一
年
）、
五
七
─
八
四
頁
。〈https://ci.nii.ac.jp/els/contents110008439074.pdf?id=A

R
T

0009680816

（
24
） 

春
木
一
郎
博
士
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
「
春
木
一
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録
」https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/

tatyoshi/haruki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
八
七
〇
─
一
九
四
四
年
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
入
学
、
同
年
の

宮
崎
博
士
に
よ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
を
聴
講
し
、
そ
の
際
の
筆
記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
九
四
（
明
治
二
七
年
）
七
月
に
大
学
を
卒
業
、

留
学
を
経
て
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
、
羅
馬
法
講
座

を
担
任
し
た
。

（
25
） 

本
筆
記
録
に
つ
い
て
は
、
藤
野
奈
津
子
教
授
か
ら
多
く
の
有
益
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
『R

om
an L

aw

宮
崎

（
一
五
八
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三

先
生
東
大
羅
馬
法
講
義
』
春
木
一
郎
筆
記
は
、
製
本
さ
れ
た
形
状
を
な
し
て
い
る
。
表
紙
に
あ
た
る
頁
に
、
ペ
ン
字
で
「R

O
M

A
N

 L
A

W

」
と
タ

イ
ト
ル
が
大
文
字
で
記
さ
れ
、
そ
の
下
に
「I w

ill take the opportunity of breathing the invigorating the air of the earlry R
om

an 

R
epublic ‘D

ecline and F
all of G

ibbon ’

」
と
い
う
、
ギ
ボ
ン
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
四
四
章
「
ロ
ー
マ
法
学
の
成
立
」
冒
頭
に
近
い
一
節

と
思
わ
れ
る
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。C

f. E
dw

ard G
ibbon, T

he H
istory of the D

ecline and F
all of the R

om
an E

m
pire, vol.V

, 

1821, p.318. 
引
用
は
少
し
ア
レ
ン
ジ
が
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
原
文
で
は
、I shall em

brace the occasion to breath the pure and 

ivigoration air of the republic.

「
こ
の
機
会
を
捕
ら
え
て
私
は
共
和
国
時
代
の
清
純
で
爽
快
な
空
気
を
吸
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」（
ギ
ボ
ン
・

中
野
好
之
訳
『
ロ
ー
マ
帝
国
衰
亡
史
』
第
七
巻
・
筑
摩
書
房
、
筑
摩
文
庫
版
・
一
九
九
六
年
、
三
五
四
頁
を
参
照
）。
ま
た
表
紙
左
下
に
、「
法
学
博

士
春
木
一
郎
旧
蔵
　
愛
久
澤
直
紀
寄
贈
」
と
記
さ
れ
た
青
色
の
ゴ
ム
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
は
、
同
じ
く
法
学
部
図
書
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い

る
春
木
博
士
筆
記
の
宮
崎
博
士
『
獨
逸
法
律
史
』
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
に
は
「
獨
逸
法
律
史
／
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
［
春
木
一
郎
筆
記
］」、

書
き
題
簽
の
書
名
と
し
て
別
タ
イ
ト
ル
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
獨
逸
法
律
史
」
と
さ
れ
、
和
装
本
の
一
五
一
丁
の
墨
書
き
で
、「
巻
尾
に
「
明
治

廿
七
年
二
月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十
時
了
」
と
の
墨
書
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
獨
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
い
つ
の
年
次
の
筆
記
録
で
あ
る

か
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
年
の
七
月
に
卒
業
す
る
春
木
博
士
が
こ
の
時
期
に
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
の
筆
記
録
を
残
し
た
経
緯
は
必
ず
し

も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
治
二
六
年
秋
か
ら
の
比
較
法
制
史
の
一
環
と
し
て
「
独
逸
法
律
史
」
が
講
じ
ら
れ
た
記
録
で
あ
る
可
能
性
は
残
る
。
愛

久
澤
直
紀
氏
よ
る
春
木
博
士
旧
蔵
書
寄
贈
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
が
、
春
木
博
士
か
ら
田
中
秀
央
博
士
に
宛
て
た
一
九
四
〇
年
八
月
二
八
日
書
簡

に
窺
え
る
。
菅
原
憲
二
・
飯
塚
一
幸
・
西
山 

伸
偏
『
田
中
秀
央 

近
代
西
洋
学
の
黎
明
─
『
憶
い
出
の
記
』
を
中
心
に
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
・

二
〇
〇
五
年
、
三
一
〇
頁
所
収
。「［
封
筒
表
］」「
京
都
市
左
京
区
／
北
白
川
上
池
田
町
一
／
田
中
秀
央
殿
」［
封
筒
裏
］「
春
木
一
郎
／
八
月
廿
八
日

／
東
京
西
片
七
」「
拝
啓
仕
候
、
残
暑
之
折
カ
ラ
高
堂
御
一
統
様
益
御
機
嫌
克
奉
慶
賀
候
、
此
度
ハ
時
下
見
舞
之
御
葉
書
ヲ
給
ハ
リ
有
り
難
ク
御
厚

礼
申
上
候
、
御
蔭
ヲ
以
テ
一
同
別
段
ノ
異
状
モ
御
座
無
ク
消
光
罷
在
候
ニ
付
キ
御
放
心
ヲ
乞
上
奉
ル
／
先
頃
貴
文
科
英
文
科
在
学
ノ
愛
久
沢
直
紀
君

ヨ
リ
貴
大
学
ニ
寄
贈
ニ
相
成
リ
タ
ル
書
籍
ハ
、
同
君
ノ
厳
祖
父
直
哉
氏
ガ
小
生
ニ
対
ス
ル
厚
キ
友
情
ニ
因
り
非
常
ニ
高
キ
価
ニ
テ
買
取
ラ
レ
タ
ル
モ

ノ
ト
存
ゼ
ラ
レ
候
、
本
件
ニ
付
テ
ハ
始
終
山
田
乙マ
マ

三
博
士
ノ
心
配
ヲ
恭
ナ
ク
シ
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
、
因
ニ
記
シ
候
ガ
愛
久
沢
直
哉
氏
ハ
明
治
廿
七

年
東
大
政
治
科
ノ
卒
業
生
（
小
生
卜
同
年
ノ
卒
業
）
ニ
シ
テ
、
事
業
方
面
ニ
没
頭
シ
遂
ニ
一
大
事
業
家
ト
シ
テ
本
月
十
七
日
遠
逝
セ
ラ
レ
タ
リ
、
氏

（
一
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
四

ハ
実
ニ
明
治
年
代
立
志
篇
中
ノ
人
卜
存
ジ
候
御
一
統
様
ニ
宜
シ
ク
御
伝
言
被
下
度
候
／
又
御
序
ニ
田
中
周
友
教
授
ニ
宜
シ
ク
、
敬
具
／
八
月
廿
八
日

／
田
中
博
士
侍
史
。」
な
お
、
翻
刻
文
中
「
山
田
乙
三
」
は
「
山
田
正
三
」
の
誤
植
か
と
思
わ
れ
る
。
山
田
正
三
（1882

～1949

）： 

〈https://

kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/

〉〈https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/?c=detail&
id=000969

〉

（
26
） 
春
木
博
士
の
筆
記
録
は
、
頁
が
附
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
文
が
始
ま
る
頁
を
一
頁
目
と
し
て
、
以
下
文
字
記
載
の
あ
る
頁
に
暫
定
的
な
頁
数

を
あ
て
て
引
用
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
あ
く
ま
で
も
仮
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

（
27
） 

藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
報
告
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
成
立
過
程
─
宮
崎
道
三
郎
『
羅
馬
法
講
義
』
ノ
ー
ト
を
中
心
に
─
」

（
法
制
史
学
会
東
京
部
会
第
二
七
四
回
例
会
「
テ
ー
マ
：
日
本
に
お
け
る
法
史
研
究
の
歴
史
」〈
二
〇
一
九
年
四
月
一
三
日
、
於
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
大
会
議
室
〉
は
同
資
料
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
研
究
報
告
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
篇
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

（
28
） 

宮
崎
道
三
郎
「
法
律
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」
明
治
二
十
四
年
五
月
三
日
大
学
通
俗
講
談
会
ニ
於
テ
　『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
八
卷
一
一
七
号

二
六
九
─
二
八
一
頁
。
大
学
通
俗
講
談
会
及
び
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
に
つ
い
て
は
、『
東
京
帝
国
大
学
百
年
史
　
通
史
篇
２
』
東
京
大
学
出
版
会
・

一
九
八
五
年
、
一
五
四
頁
、
と
く
に
一
五
八
頁
以
下
を
参
照
。
一
五
九
頁
所
載
の
第
一
表
に
明
治
二
十
四
年
の
大
学
通
俗
講
談
会
演
題
の
一
覧
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
六
九
─
二
七
〇
頁
。

（
30
） 

前
掲
・
二
七
二
─
二
七
三
頁
。

（
31
） 

宮
崎
・
前
掲
『
比
較
法
制
史
　
上
』
一
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
四
号
三
〇
八
─
三
〇
九
頁
。

（
32
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
比
較
法
制
史
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
三
号
四
二
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
33
） 

宮
崎
・
前
掲
『
比
較
法
制
史
　
下
』
六
六
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
七
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
34
） 

ヴ
ァ
イ
ペ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
の
比
較
法
学
者
コ
ー
ラ
ー
な
ど
と
も
関
係
が
あ
り
、
日
本
や
ア
ジ
ア
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
や
翻
訳
を
行
っ
て
い
た
。

石
部
雅
亮
「
穂
積
陳
重
と
比
較
法
学
」『
比
較
法
学
の
課
題
と
展
望
』（
滝
沢
正
編
集
代
表
・
大
木
雅
夫
先
生
古
稀
記
念
）
信
山
社
・
二
〇
〇
二
（
平

成
一
四
）
年
、
一
〇
七
頁
、
と
く
に
一
二
一
頁
を
参
照
。

（
35
） 

吉
原
・
前
掲
『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
一
号
三
三
頁
注
一
四
、
一
五
。
小
柳
春
一
郎
「
裁
判
所
更
生
法
原
案
起
草
者
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ー
ド
ル
フ

（
一
六
〇
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五

に
つ
い
て
」『
日
本
立
法
資
料
全
集
94
　
裁
判
所
構
成
法
』
信
山
社
・
二
九
七
頁
以
下
。

（
36
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
七
一
頁
。

（
37
） 
宮
崎
『
比
較
法
制
史
　
上
』・
一
五
丁
以
下
、『
日
本
法
学
』
八
四
巻
四
号
三
二
二
頁
以
下
「
第
一
章
　
王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
　
第
一
節
　

羅
馬
の
建
国
」
は
ラ
テ
ン
人
と
サ
ビ
ニ
人
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

（
38
） 

宮
崎
・
前
掲
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
巻
一
一
七
号
二
七
〇
頁
。

（
39
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
三
号
四
二
三
頁
以
下
。

（
40
） 

例
え
ば
、
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
所
蔵
の
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
・［
春
木
一
郎
筆
記
］『
獨
逸
法
律
史
』。
前
注
24
を
参
照
。

（
41
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
八
四
巻
一
号
一
一
頁
以
下
。

（
42
） B

runs, F
ontes

と
し
て
、F

ontes iuris R
om

ani antiqui, edidit C
arolus G

eorgius B
runs, In libraria academ

ica I.C
.B

. M
ohrii, 

1887, E
ditio ５ / cura T

heodori M
om

m
seni

（
43
） 

末
松
謙
澄
訳
『
ウ
ル
ピ
ア
ヌ
ス
羅
馬
法
範
』
改
訂
増
補
第
三
版
所
載
の
「
初
版
緒
言
要
領
」「
再
版
緒
言
」
を
参
照
。

（
44
） W

illiam
 A

lexander H
unter, Introduction to R

om
an L

aw
, W

. M
axw

ell, 1880, 209p. 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
ー
（W

illiam
 A

lexander 

H
unter, 1844-1898

）
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
法
律
家
・
政
治
家
、U

nversity C
ollege of L

ondon

の
ロ
ー
マ
法
（
一
八
六
九
年
）・
法
理
学

教
授
（
一
八
七
八
－
八
二
年
）。
本
書
は
こ
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
ロ
ー
マ
法
教
科
書
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
評
判
が
あ
っ
た
。

（
45
） L

ord T
hom

as M
ackenzie, S

tudies in R
om

an L
aw

: W
ith C

om
parative V

iew
s of the L

aw
s of F

rance, E
ngland, and S

cotland, 

W
. B

lackw
ood, 1862, 461p. 

ト
ー
マ
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（T

hom
as M

ackenzie, L
ord M

ackenzie, 1807-1889

） 

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ラ
ン
ド
の

法
律
家
、S
enator of the C

ollege of Justice

で
あ
っ
た
。
マ
ッ
ケ
ン
ヂ
ー
著
、
松
野
貞
一
郎
、
伊
藤
悌
治
譯
『
羅
英
佛
蘇
各
國
比
較
法
理
論
』

（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
五
四
〇
）
信
山
社
出
版
・
二
〇
〇
九
年
は
、
本
書
の
抄
訳
で
あ
る
。

（
46
） T

hom
as C

ollett S
andars, T

he Institutes of Justinian, L
ongm

ans, G
reen, and C

om
pany, 1878, 603 p. 

ト
ー
マ
ス
・
コ
レ
ッ
ト
・

サ
ン
ダ
ー
ス
（T

hom
as C

ollett S
andars, 1825-1894

）
は
イ
ギ
リ
ス
の
バ
リ
ス
タ
、
本
書
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
の
英
語
訳
の

定
番
と
し
て
、
国
内
の
法
律
学
校
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
一
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
六

（
47
） 

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
一
三
四
─
一
三
七
・
信
山
社
出
版
・
一
九
九
九
年
。

（
48
） C

harles G
ustave M

aynz, C
ours de droit rom

ain: précédé d ’une introduction contenant l ’histoire de la législation rom
aine, 

vol. 2, L
ibr. P

olytechnique d ’A
. D

ecq, 1870.

マ
イ
ン
ツ
（C

harles G
ustave M

aynz, 1812-1882

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
。
ベ
ル
ギ
ー
に
亡

命
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
た
。

（
49
） P

olynice V
an W

etter, C
ours élém

entaire de droit rom
ain contenant la législation de Justinien, avec l ’histoire tant externe 

qu ’interne du droit rom
ain, vol. 1, H

. H
oste, 1871, 583 p.

フ
ァ
ン
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
（P

olynice A
lfred H

enri V
an W

etter, 1844-1925

）

は
ベ
ル
ギ
ー
の
法
学
者
。P

andectes, contenant l ’histoire du droit rom
ain et la législation de Justinien, ５ vols, 1909-

な
ど
。

（
50
） G

eorg F
riedrich P

uchta, C
ursus der Institutionen, B

d. 1, B
reitkopf und H

ärtel, 1871. 

宮
崎
博
士
は
本
書
を
は
じ
め
プ
フ
タ
の

作
品
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
51
） F

erdinand W
alter, G

eschichte des röm
ischen rechts bis auf Justinian, 3. A

ufl. １ T
heil, D

as öffentliche recht, E
duard 

W
eber, 1860; ２ T

heil, R
echtsquellen und rechtsw

issenschaft. P
rivatrecht. P

rocedur. S
trafrecht, E

duard W
eber, 1861. 

ヴ
ァ
ル

タ
ー
（F

erdinand W
alter, 1794-1879

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
ボ
ン
大
学
教
授
。
教
会
法
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
史
料
集
な
ど
の
著
作
で
知
ら
れ
る
。

（
52
） Johannes E

m
il K

untze, C
ursus des röm

ischen R
echts: L

ehrbuch, der Institutionen sow
ie der Ä

usseren und inneren 

R
echtsgeschichte, 2.A

ufl.,  J.C
. H

inrich, 1879. 
ク
ン
ツ
ェ
（Johannes E

m
il K

untze, 1824-1894

）
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
。

（
53
） K

arl E
sm

arch, R
öm

ische R
echtsgeschichte, W

igand, 1888, 457 S
. 

エ
ス
マ
ル
ヒ
（K

arl B
ernhard H

ieronym
us E

sm
arch, 1824-

1887

）
は
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
ク
ラ
ク
フ
、
プ
ラ
ハ
大
学
教
授
（
一
八
五
七
年
）
と
し
て
ロ
ー
マ
法
を
講
じ
た
。

（
54
） R

udolph S
ohm

,  Institutionen des röm
ischen R

echts, D
uncker &

 H
um

blot, 1884. 

ゾ
ー
ム
（G

otthold Julius R
udolph S

ohm
, 

1841–1917

）
は
、
ド
イ
ツ
の
法
学
者
、
法
制
史
、
教
会
法
学
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
イ
ム
・
ブ
ラ
イ
ス
ガ
ウ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
経
て
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
大
学
（
一
八
八
八
七
─
一
九
一
七
年
）。
宮
崎
博
士
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
ゾ
ー
ム
を
受
講
し
て
い
る
が
、
宮
崎
誠
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

ゾ
ー
ム
に
関
し
て
は
ド
イ
ツ
私
法
な
ど
、
必
ず
し
も
ロ
ー
マ
法
自
体
を
受
講
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ゾ
ー
ム
の
当
該
『
ロ
ー
マ
法
提

要
』
は
、
宮
崎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
の
第
二
部
私
法
概
説
の
構
成
に
影
響
が
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

（
一
六
二
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
七

（
55
） C

arl R
itter von C

zyhlarz, L
ehrbuch der Institutionen des röm

ischen R
echtes, F

. T
em

psky, 1889. 

ツ
ィ
フ
ラ
ル
シ
ュ
（K

arl 

C
zyhlarz, 1833-1914

）
は
ボ
ヘ
ミ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ロ
ー
マ
法
学
者
で
あ
り
、
プ
ラ
ハ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
を
歴
任
し
た
。
本
書
は
、

一
八
八
九
年
の
刊
行
で
、
当
時
の
最
新
の
ロ
ー
マ
法
教
科
書
の
一
冊
で
あ
る
。

（
56
） O

tto K
arlow

a, R
öm

ische R
echtsgeschichte B

d. 1, S
taatsrecht und R

echtsquellen, V
eit &

 C
om

p., 1885.; B
d.2, P

rivatrecht 

und C
ivilprozess. S

trafrecht und S
trafprozess, V

eit &
 C

om
p., 1885. 

カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
（C

arl F
ranz O

tto K
arlow

a, 1836-1904

）
は

ド
イ
ツ
の
法
学
者
・
ロ
ー
マ
法
学
者
。
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
（
一
八
七
二
─
一
九
〇
三
年
）、
宮
崎
博
士
は

ド
イ
ツ
留
学
中
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
カ
ル
ロ
ー
ヴ
ァ
を
受
講
し
た
。

（
57
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
の
学
籍
関
係
に
つ
い
て
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第

六
号
（
一
九
九
九
年
）
一
三
一
─
一
三
九
頁
を
参
照
。

（
58
） 

宮
崎
道
三
郎
・
前
掲
「
法
律
ノ
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
八
巻
一
一
七
号
二
七
五
頁
。

（
59
） 

宮
崎
・
前
掲
・
二
八
〇
頁
。

（
60
） 

宮
崎
・
前
掲
・
二
八
〇
頁
。

追
記
　
本
稿
脱
稿
後
、
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
、
神
戸
学
院
大
学
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
法
制
史
学
会
第
七
一
回
総

会
〔
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕「
日
本
に
お
け
る
法
史
研
究
の
歴
史
」
の
な
か
で
、
藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
誕
生
」

と
題
す
る
報
告
は
、
宮
崎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
詳
細
に
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
と
も
関
連
が
深
く
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
で
は
直
接
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
あ
ら
た
め
て
ご
教
示
の
場
を
得
ら
れ
れ
ば
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
、
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
法
学
提
要
（Institutes

）
に
対
す
る
比
較
法
史
学
的
総
合
研
究
」
研
究
課
題
番
号

17H
02442

（
研
究
代
表
・
葛
西
康
徳
・
東
京
大
学
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
謹
し
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

（
一
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

二
八

【別表】宮崎道三郎博士『羅馬法』講義・『比較法制史』上対照表
『羅馬法』講義［1891（明治 24）9 月─
 1892（明治 25）年］6 月

『比較法制史』上

　［緒言］ 　　緒言

　第一章　比較法制史の範囲

　第二章　法制史編纂の来歴

　第三章　法制史編纂の方法

第一部　羅馬法制史

　第一章　羅馬法制史に対する緒言

　　第一条　羅馬法制史編纂の沿革

　　第二条　羅馬法律の参考書

　本論　羅馬法律沿革論 　本論

第一期 　第一章　王政時代の法制の有様

第一章　羅馬の建国 　　第一節　羅馬の建国

　第一節　Aryan 人種の移住及び其社会の有様

　第二節　以太利亜太古の住民

　第三節　Latin 部属及 Sabini 部属

　第四節　Latin 人種及び Sabini 人種の合併

第二章　羅馬太初の法律 　　第二節　 羅馬国初に於ける法制の概略

　第一節　公法 　　　第一款　jus et fas. （lex humana et lex divina

　　　第二款　公法（刑法と訴訟法を除く）

　　　　第一項　tribus, curia, gens

　第二節　私法 　　　　第二項　Rex

　第三節　Latin 法系の法則　Sabini 法系の法則
の調和

　　　　第三項　senatus

　　　　第四項　comitia curiata

　　第三款　私法（private law or jus privatum）

第三章　pontifices 神務官 　　　第四款　刑法

第四章　Luceres 　　　第五款　訴訟法

第五章　plebs と patrici の軋轢及び法律上の影響 　　第三節　内部の軋轢及其影響

　　　第一節 plebs 及び patres 　　　第一款　clientes 及 plebeji

　　　第二　Servius Tullius 王の改革 　　　第二款　羅馬諸王の改革則ち羅馬王は
plebeji に改革す

第二期 　第二章　共和制時代に於ける法制の沿革

第六章　王者即ち rex の廃絶 　　第一節　Italy 諸国征服前の有様

第七章　leges sacratae　神聖なる法律 　　　第一款　12 tables ［十二銅律］ 制定前の概況

第八章　 lex Publilia Voleronis

第九章　十二銅律 Twelve Tables 　　　第二款　12 tables ［十二銅律］

　第一節　法律改正及び成文法の必用

　第二節　十二銅律制定の手続

　第三節　十二銅律の法源

（
一
六
四
）



宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
九

　第四節　十二銅律の要略

　　第一款　十二銅律の順序 Bruns Fontes juris 
法源

　　第二款　十二銅律の規定

　　第三款　？？

　　第四款　？？

　　第五款　十二銅律の体裁

　　第六款　十二銅律の価値

　　第七款　十二銅律の散逸

第十章　法律解釈術の発達

　第一節　十二銅律解釈の必用

　第二節　十二銅律の解釈法

第十一章　十二銅律及び patrici と plebes を調和
せんが為めに行なひたる法律上の改良

　　　第三款　十二銅律后に於ける法制の沿革

　第一節　公法上の改良

　第二節　私法上の改良　52 枚目あたりに「徳政」

第十二章 jus civile Flavianum 及び lex Ogulinia

第十三章　Italy の征服及び其の法律上に及ぼせ
る影響

　　第二節　Italy 半島を征服したる后 Punic 戦
争前の有様

　第一節　Conquest of Italy 　　　第一款　Italy 諸国征服の概略

　第二節　Italy 征服の法律上に及ぼせる影響の
概略　要略

　第三節　Italy 諸国のローマに附属する

　　第一　municipia, municipes
　　第二　Lain municipia

　　　第二款　municipia, praefectura, civitates 
federates, colonia

　　第三　coloniae

　　第四　socii

　第四節　recuperatio

　第五節　legis actio per condictionem
　　第一款　Rome の訴訟手続

　　　第三款　recuperatio, legis actio per 
condictionem

　　第二款　legis acito per condictionem

第十四章　以太利亜征服後 Punic 戦争前に於ける
ローマ

第十五章　私法の概況 　　　第四款　私法の有様

　第一節　私法の概況

　第二節　人格法　権利主体

　　第一款　cives 及び peregrini

　　第二款　paterfamilias 及び filiusfamilias

　　第三款　liberi 及び servi 自由人と奴隷

　第三節　財産法

　　第一款　物の種類

　　第二款　所有権　　廿四年十一月

　　第三款　jura in re aliena

　　第四款　合意より生ずる債権

　　第五款　不法行為より生ずる債権

　　第六款　義務の譲渡？

（
一
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
二
号
（
二
〇
一
九
年
九
月
）

三
〇

第四節　相続法

第五節　総論［？］

第十六章　Punic 戦争後に於けるローマの海外交
際及び法律上に及ぼせる影響

　　第四節　Punic war 后の有様
　　　第一款　Punic war

　第一節　Punic Wars 　　　第二款　praetor pereginus

　第二節　praetor peregrinus の改良 　　　第三款　jus gentium

　第三節　jus gentium 　　　第四款　訴訟法上の改良

第十七章　per formulam agere 　　　第五款　jus praetorium （praetor の法律）

　第一節　lex Aebutia

　第二節　差図書の体裁

第十八章　法律学の発達 　　　第六款　法律学の沿革

第十九章　praetoris edictum 及び jus praetorium

第二十章　以太利亜の地方制度 　　　第七款　地方制度

第廿一章　provincial, Italy 外の地方制度 　　　　第一項　Italy 国内の地方制度

第廿二章　Rome の 共 和 政 治 の 衰 微 decline of 
Roman republic

　　　　第二項　Italy 国外の地方制度

第三期 　第三章　帝政時代の法制の沿革

第廿三章　羅馬帝政の創定　31B.C.- 　　第一節　帝政開始の略史

第廿四章　法律上の改革 　　第二節　Octavian 時代に於ける制度の改良

　　第三節　Octavian 帝の政治機関

第廿五章　政治機関の概況 　　　第一項　在来の政治機関

第廿六章　sentatus consulta 　　　第二項　Princeps

第廿七章　constitutions principium 　　第四節　senatus consultum

　　第五節　constitutiones principium

　　第六節　Hadrian 帝前に於ける法律の有様

第廿八章　Hadrian 前に於ける法学の略概　概略、概況 　　第七節　edicta praetorium

第廿九章　praetor, edicta 　　第八節　Hadrian 帝后の法律学の有様

第三十章　Hadrian後に於けるRome法学の状況？

第三十一章　Diocletian 及び Constantianus 時代
に於ける国勢の変遷

　　第九節　Diocletian 及 Constantine 時代に於
ける Roma 国政の変遷

第三十二章　Diocletian 及び Constanitanus 後に
於ける羅馬法学

　　第十節　Diocletian 及 Constantine 后に於け
る Roma 法律学の有様

第三十三章　Justinian 帝前に於ける法令集輯書
　第一節　Codex Gregorianus 及び Codex 
Hermogenianus

　　第十一節　Justinian 帝前に於ける法令の集
録書

　第二節　Codex Theodosnianus

第三十四章　Justinian 帝の法典編纂 　　第十二節　Justinian 法典編纂

 比較法制史上目次終

第二部　［私法概説　略］ （
一
六
六
）


